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1.はじめに
水素は､ほとんどすべての金属元素 と反応 して種々の水素化物を形成する｡ その反応性により､金属は発熱
(exothemic)型 と吸熱(endotherLic)型に大別きれる｡前者は､安定な水素化物を作るとともに､広い組成領域に
わたって固溶体を形成する｡Pd,Ti,Nbなどがこれに属する｡ 我 々は､これらの金属について､固溶体から




度の検出には内部摩療測定が有力な実験手段である｡我々は 0.5m ¢ X70mzB程度の線状試料を用いて､ねじり
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図 1. V.Nb.Taの内部摩埠 .
● 冷却-, ○ 加熱測定.
他の研究者による結果との比較等については文献 [2】に詳述したので参照 していただきたい｡
析出ピークの形状は､現象論的考察により囲済度曲線の形状か ら導 くことができ､計算曲緑 と実験曲線の一致
もはば満足できる [3]｡析出ピークの成因は (1)応力誘起優先析出､ (2)析出物の出現に伴う転位の発生
と運動などが考えられ､Vでは (1)､Nbでは (2)が主たる原因であると思われる [4]｡ 水素化物は母相
金属 より比体積が大きい｡比体積の差はV-H:5.7%,Nb-H:ll.3%,Ta-H :6.2% である｡このた
め､水素化物の析出 ･清解に探 しては大きなひずみが発生する｡上述の析出一溶解のヒステ レシスはこの休横ひI
ずみのaccomodationと閑適づけて議論 されている [5,6】.図2に種々の金属についてヒステ レシスの大き





















































水素の zLOlar･yoluzLeは､固溶体 と水素化物では一般に異なるため､固済度は外部か ら加える応力によって変
化するはずである. この点を調べるため､ (1)薄膜試料についての電子頚微積直接観察､ (2)線状試料
(0.3znR¢)についての電気抵抗測定を行った 【10]｡ 写真 1は V-0.5at%H について超高圧電子頚'B鏡

















び中性子禄回折実験を行った[12]O表 1に格子定数 と軸比を示すOなお､Zr-H系と整合 した命名法を採用 し
て､Ti-H系の水素化物を下記のように呼ぶこととする｡
旧 γ(fcc), 8(fct,C/a<1)
新 .8(fcc), 8(fct.C/a<1). γ(fct.C/a>1)
ところで､2倍でものべたように､一般に水素化物は母相金属 より比体積が大きい｡Ti-H系の場合､比体
積の差△V/Vは 6相､γ相についてそれぞれ 21%,15%である｡α相から析出する水素化物相 として安定相
である8栂 よりも準安定相であるγ相が優先するのは､析出に伴 う歪が小 さくaccomodationが相対的に容易で
あるためと考えられる｡水素化を行 うときの出発試料 として粉末 (Aseries)と板(良series)を用い､種々の量の
水素(重水貰)を添加 したのち､X線回折謀の強度よりγ相の相対量を評価 した結果を図5に示す ｡粉末状態で
水素化 したものではγ相の量は水素濃度が高 くなると激減す.8のに対し､板状で水素化 したものではかなり高い
水素濃度までγ相が相当量存在する｡このことは､板状試料で拘束の効果が大きいことを物語っている｡
本研究は東北大学金属材料研究所において､紘井秀樹､吉成惨､沼倉宏の諸氏 と協力 して行 ったものである｡
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表 1 γおよびβ相水素化物の格子定数o( )内は最後の
桁の数字の精度を示すo粉末X緑回折のデータをRietyeld法
により解析したもの｡
γ Phase ∂ Phase
a/nn c/nm c/a a/〔EI
Hydride 0.421(1) 0.459(1) 1.09(1) 0.4404(2)
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図5. γ相(重)水素化物の相対量
vr/(Vγ+Vs)の依存性
seriesA:●(H),○(D)
seriesB!■(H).□(D)
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